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はじめに

知床半島斜里側では,こ れまでの調査の結果,

オオセグロカモメ ・ウミネコ ・ウミウ ・ケイマフ

リの4種類の海鳥が繁殖している事がわかってお

り,1997年 と1998年 の繁殖状況についてすでに報

告した(福 田2001).こ れら繁殖種の中で,ケ イマ

フリは環境省レッドリストで絶滅危惧種(絶 滅危

惧II類)に 記載 されている稀少種である.し かし,

詳しい生息数の実態や具体的な保護の方策が立て

られていないのが実状である.ま た,こ の地域で

は繁殖が確認されていないが,周 辺地域や遠隔地

で繁殖し飛来していると考えられ る種も海上では

多 く観察 される.今 回の調査では,海 鳥の夏期間

の海上分布を明らかにするとともに,ケ イマフリ

などの絶滅の危機に瀕 した海鳥の現状と保護につ

いて考察した.
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図1.調 査地 位 置 図. 図2.海 上 セ ンサ スの航 路図 と区域 分 け.
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表1.1997年 海 上セ ンサ ス調 査結 果.

Year:1997

2・Jun 8・Jun 11・Jun 22・Jun 6-Jul 8・Jul 11-Jul 28・Jul 9・Aug 28-Aug
Species＼Area

6!2 618 6111 6122 7!6 7/8 7111 7!28 8!9 8128

オオハムSP
αM白5

2 0 0 3 0 0 0 0 0 0

フルマカモメ
1勉必ηarαβ 狛αヒ～舶

0 11 2 300 3 169 9 1 0 0

ミウ

乃a」 勉αη00盟X撮 …加 θη60β召5
51 32 47 36 23 22 17 58 48 72

ヒメ

%12α 「000畑Xθ 珀bα5
7 2 1 3 1 0 0 0 8 0

アカエリヒレアシシ

乃81飾0α5」bわ ∂加5
0 0 20 0 0 0 0 0 0 0

ミツユヒカモメ
L醒 ロβ加'd20ψ1α5

0 0 0 19 22 7 1 20 0 0

ケイマフリ
02ゐ ロ30arわo

42 39 104 90 53 74 99 65 5 14

マ ラ ミス メ

畑6泊a」 慶1ゐ α5π～∂zmo濃`〃5
0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

ト
伽0酌 加oaη20皿00θ盟加

24 1 15 102 6 7 19 621 137 24

ミス メ
猛万わ0盛θ加 ゐα5aη面 αロ5

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

オオハムs(治 幅a5

Date＼Area A B C D E F G H Total

6122-Jun 2 2

618 8・Jun 0

6111 11・Jun 0

6122 22・Jun 3 3

716 6・Jul 0

718 8・Jul 0

7111 11・Jul 0

7128 28-Jul 0

819 9-Au 0

8128 28-Au 0

フルマカモメ1勉1marα β 勉α滋お

Date＼Area A B C D E F G H Total

612 2-Jun 0

618 8-Jun 5 4 2 11

6/11 11・Jun 1 1 2

6122 22・Jun 300 300

716 6-Jul 2 1 3

718 8・Jul 135 20 1 13 169

7111 11・Jul 7 2 9

7128 28・Jul 1 1

819 9・Au 0

8128 28・Au 0

ウミウ 乃 θ1aαり00蝦X田2η2θ12云05α5

Date＼Area A B C D E F G H Total

612 2・Jun 11 11 5 5 13 6 51

6/8 8・Jun 10 8 10 2 2 32

6111 11・Jun 18 11 5 3 1 9 47

6122 22・Jun 19 8 3 1 3 2 36

716 6-Jul 12 10 1 23

718 8-Jul 21 1 22

7111 11・Jul 8 3 2 1 3 17

7128 28・Jul 24 34 58

819 9・Au 41 5 1 1 48

8128 28・Au 26 27 19 72

ヒメウ.%ど ～1aαro60君田rθ 盈 ヒz1θ

Date＼Area A B C D E F G R Total

612 2・Jun 5 2 7

618 8・Jun 2 2

6111 11-Jun 1 1

6122 22-Jun 1 2 3

7!6 6-Jul 1 1

718 8・Jul 0

7/11 11・JuI 0

7128 28-Jul 0

819 9・Au 1 7 8

8128 28・Au 0
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アカエりヒレアシシギ 乃 ぬ ∬oαβノb加加β

Date＼Area A B C D E F G H Total

612 2・Jun 0

618 8・Jun 0
6111 11・」㎜ 20 20

6122 22・Jun 0
716 6・Ju1 0
718 &Ju1 0

7111 11-Ju1 0

7!28 28・Jul 0
819 9・Au 0

8!28 28・Au 0

ミツユビカモメ ムar召βな掘a謡1召5

Date＼Area A B C D E F G H Total

612 2・Jun 0

618 8・Jun 0

6!11 11・Jun 0
6122 22-JUI1 3 3 4 3 6 19
716 6-Ju1 22 22
718 8・Jul 5 1 1 7

7111 11・Jul 1 1
7128 28・Jul 6 11 2 1 20
8/9 9-Au 0

8128 28-Au 0

ケイマフリOb必 α3α～拍o

Date＼Area A B C D E F G 且 Total
6/2 2・Jun 12 30 42
618 8・Jun 20 13 2 4 39
6111 11-Jun 39 65 104
6122 22-Jun 56 34 90
716 6-Jul 32 19 2 53
7/8 8・Jul 39 35 74
7111 11-Jul 68 31 99
7128 28・Jul 22 43 65
8!9 9-Au 2 3 5
8!28 28・Au 4 3 7 14

マダラウミスズメ 魚 ヨ酌 ヨ加 加3加az惣o雌 加ε θπ泳

Date＼Area A B C D E F G R Tota1
6122・Jun 0

6188-Jun 0
6/1111・Jun 0
6!2222-J㎜ 0
716 6・Ju1 0
7/8 8・Jul 0
7111 11-Jul 0
7!28 28-Jul 0
819 9・Au 1 1
8128 28。Au 0

ウトウ 6む照0励 ∫η0θ 加0η00θ 驚～彪

Date＼Area A B C D E F G H Total
612 2・Jun 20 4 24
618 8・Jun 1 1
6!11 11-Jun 4 2 9 15
6122 22。Jun 2 6 52 17 24 1 102
716 6-Jul 6 6

718 8・Jul 7 7
7111 11-Jul 4 4 11 19
7128 28-Jul 10 21 9 52 224 6 299 621
819 9-Au 1 30 17 89 137
8128 28-Au 1 14 9 24
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表2.1998年 海 上セ ンサ ス調査 結果.

Year:1998

8・Jun 18・Jun 30・」㎜ 7・Ju1 18・Jul 29・Jul 7・Au. 5。Sep 30・Se
Species＼Area

618 6118 6130 7!7 7118 7129 817 9/5 9130

オオハムsp
磁 四㊨β

1 0 0 0 0 0 0 0 0

フルマカモメ

几1加arπβ 惣o幼5
0 0 396 0 9 18 1 0 0

ハシポソミズナギ

P血 αβ玖θηα加 飴
0 0 0 1 0 4 3 0 1

ハイイロウミツバ メ

Ooθ8ηod㎞ 】m8伽 α2緬
0 0 0 18 0 0 0 0 0

ウミウ

Pゐ ご…1£o鋭α門躍 」伽 加θ加わαβ
40 29 47 115 141 130 63 0 7

ヒメウ

乃8」陵αりoo㎜ 【 θ遊 悟α8
0 1 0 0 1 17 2 0 1

アカエリヒレアシシギ
乃 謡amα8わ ゐ8甜5

0 0 0 0 0 11 0 13 0

ミツユビカモメ

伽5孟 掘 ヨ061π8
1 0 1 1 34 2 8 0 3

ケイマフリ
Ob必 α30励o

74 53 39 58 153 81 22 0 0

マダラウミスズ メ

圏6ゐa加 ゐαβη18㎜ora加8
0 0 1 0 0 2 0 0 0

トウ

6勧or五 加63加0η00θm加
4 6 12 3 1 22 96 13 20

オオハム 磁 舶 β
Date＼Area A B C D E F G 且 Total

618 8・Jun 1 1

6113 13-Jun 0

6130 30・Jun 0

7!7 7・Jul 0

7/18 18-Jul 0

7129 29-Jul 0

817 7・Au 0

915 5・Se 0

9130 30・Se 0

フルマカモメ1耐 加arαβ 勉α観な

Date＼Aヱea A B C D E F G 且 Total

618 8・Jun 0

6113 13-Jun 0

6130 30・Jun 1 395 396

717 7・Jul 0

7118 18・Jul 9 9

7129 29-Jul 3 2 9 4 18

817 7・Au 1 1

915 5・Se 0

9/30 30・Se 0

ハシポソミズナギドリ雌 η囎 加ηπ血α庭

Date＼Area A B C D E F G R Total

6/8 8-Jun

6113 13・Jun

6130 30・Jun

717 7・Jul

7118 18・Jul

7129 29・Ju1 1 2 1 4

817 7・Au 1 1 1 3

915 5・Se

9!30 30・Se 1 1

ハ イイロウミツバ メOoθ2ηoぬ 切ηa血 競 ～彪

Date＼Area A B C D E F G R Tota1

618 8・Jun 0

6113 13・Jun 0

6130 30・Jun 0

7!7 7・Ju1 18 18

7118 18・Jul 0

7129 29・Jul 0

817 7・Au 0

915 5・Se 0

9130 30-Se 0
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ウミウ 乃31ヨdmgO昭 継 ∠泌2加 θη孟0βπ8

Date＼Area A B C D E F G H Tota1

618 8・Jun 36 4 40

6113 13・Jun 13 10 1 1 1 3 29

6130 30-Jun 39 4 3 1 47
717 7-Jul 30 75 10 115

7118 18-Ju1 30 79 12 11 9 141

7129 29・Jul 8 8 4 107 1 1 1 130

817 7・Au 4 22 37 63
915 5・Se 0

9130 30・Se 3 4 7

ヒメウ 、Pゐa血d螂o潮xθ 遊 娩冶

Date＼Area A B C D E F G H Total

618 8-Jun 0
6113 13・Jun 1 1

6!30 30。Jun 0
717 7・Jul 0

7118 18・Ju1 1 1
7129 29・Jul 1 16 17

8!7 7・Au 2 2

915 5-Se 0

9/30 30-Se 1 1

アカエリヒレアシシ 、勘81amα51b加 加β

Date＼Area A B C D E F G H Total

618 8・Jun 0

6113 13・Jun 0
6130 30-Jun 0
717 7・Jul 0
7118 18・Ju1 0
7129 29-Ju.1 0

817 7・Au 0
915 5・Se 3 1 7 11

9130 30・Se 0

ミツユ ビカモ メ 、乙a川5孟 掘ao61π5

Date＼Area A B C D E F G H Total
618 8・Jun 1 1

6113 13・Jun 0
6130 30・Jun 1 1

7/7 7-Ju1 1 1
7118 18・Jul 1 3 4 12 14 34

7129 29-Jul 1 1 2
8/7 7-Au 8 8
915 5-Se 0

913030・Se 2 1 3

ケイマフリ6b加502■bo

Date＼Area A B C D E F G 且 Total
6188・Jun 41 33 74
6113 13-Jun 17 36 53
6130 30・Jun 18 21 39
717 7・JuI 36 22 58
7118 18・Ju1 90 63 153
7129 29・Jul 41 39 1 81
817 7・Au 1 21 22
915 5-Se 0
9130 30・Se 0

マダラウミスズメ 翫2面a加 加8加 θ㎜o凋 加&θr血

Date＼Area A B C D E F G H Total
618 8・Jun 0

6113 13・Jun 0

6130 30・Jun 1 1
717 7・Jul 0
7118 18-Jul 0
7!29 29・Jul 2 2
817 7・Au 0

915 5・Se 0

9130 30・Se
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ウトウ 0謡o血61a」 ロ10ηooθ豊～孟ヨ

Date＼Area A B C D E F G H Total

618 8・Jun 1 3 4

6113 13・Jun 1 1 1 2 1 6

6130 30・Jun 4 7 1 12

7!7 7-Jul 2 1 3

7118 18・Jul 1 1

7129 29・Ju1 1 4 17 22

817 7・Au 1 95 96

915 5・Se 1 8 4 13

9130130・Se 20 20

調査方法

調査は,船 上からの観察によったが,調 査手段

である知床観光汽船がウトロ港から知床岬問を就

航する時期の6月 上旬から9月下旬を調査期間とし

た.調 査は1997年 には6月 と7月 に3回,8月 と9月

は時化の 日が続いたため8月 に1回9月 に2回実施

した.1998年 の調査は6月 と7月 は各月4回,8月 は

時化の日が続いたため2回,9月 は時化のため調査

できなかった.

調査方法は,平 均約13.8ノ ットで航行する観光

船オーロラ号(知 床観光汽船所属)に 乗船し右舷

の甲板を定位置にして,往 路ウ トロ港から知床岬

までは海岸側を,復 路の知床岬からウトロ港は沖

側を調査した.カ ウント範囲は船か ら約200mの

海上と上空とした.ケ イマフリについては正確な

生息数をだすため,営 巣崖に上陸している個体も

カウントにした.調 査には10×42の 双眼鏡と数取

り機(カ ウンター)を 用いた.調 査対象種は,ア

ビ目・カイツブ リ目・ミズナギ ドリ目・ペリカン目・

チ ドリロ(ヒ レアシシギ科・カモメ科¥ウ ミスズメ

科)と しカモ類は除いた.ま た,オ オセグロカモ

メとウミネコは船上の観光客が与えるスナック菓

子などの餌を目あてに船に群がり,多 くの個体が

船の後を追いかけることが普通であった.こ のた

め,正 確なカウントを行 うことが困難であ り,こ

の2種 を調査対象種から除外 した.な お,調 査範

囲のウトロ ・知床岬間を5km間 隔(A～H)に 区

域割 りした.

調査結果

1997年 海上センサス調査結果を表1に,1998年 海

上センサス調査結果を表2に 示した.

オオハムsp

オオハムとシロエ リオオハムは,野 外での識別は

困難なため 「sp.」とした.両 種とも知床周辺では

繁殖はせず,ロ シア北部や北極圏で繁殖する(日

本鳥学会2000).1997年 は6月2日 に2羽 ・6月22口

に3羽1998年 に6月8日 に1羽 を観察 した.越 冬個体

や渡 り途中の個体,繁 殖に参加 しない個体が記録

されたものと考えられる.

フルマカモメ

知床半島周辺では繁殖せず,主 に北太平洋のべ

一 リング海周辺から南千島などで繁殖する(日 本

鳥学会2000).1997年6月22日 にH域 で300羽 ・1998

年 には6月30日 にH域 で396羽 をカウン トした.6

月上旬か ら7月下旬まで観察されたが,偶 発的に

大きな群れと遭遇したと思われ,条 件や傾向は解

らなかった.そ のときの海流や餌資源などが知床

周辺へ出現する要因となっているように考えられ

る.

ハ シ ボ ソ ミズ ナ ギ ド リ

1998年7月7日1羽 と7月18日4羽 そ して8月7日3羽

と9月30日1羽 観 察 され た だ け だ っ た が,年 に よ

っ て は,大 群 で 飛 来 す る こ と もあ る.繁 殖 地 は 南

半 球 の オ ー ス ト ラ リ ア南 部 で 太 平 洋 を 大 き く回遊

す る(田 中 ・梶 原1979).

ハイイロウミツバメ

千島列島北部とアリューシャン列島で繁殖す る

(日本鳥学会2000).1998年7月7日 に18羽 が観察

されただけであったが,こ の年は,調 査 日以外で

もしばしば観察された.
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ウミウ

この周辺では,プ ユニ岬からエエイシレド岬と

獅子岩から知床岬に集団繁殖地があ り,特 にプユ

ニ岬からエエイシレド岬には大きな集団繁殖地が

あ り,海 上分布調査でもこの地域で多 く観察され

た.7月 後半か ら個体数が増加しているが,こ れ

は巣立った幼鳥が加わったためである.ま た,繁

殖が終了し分散がはじまる9月 からは著し く数が

減少する.

ヒメウ

知床半島では,過 去に繁殖の記録はない(中 川

1988).し かし,少 数ではあるが夏期に観察 され

た.観 察 した個体は全て非繁殖羽であった.

アカエ リヒレアシシギ

6月 と9月に観察され,渡 りの途中で通過 したも

のが海上に浮遊していたと考えられる.

ミツユビカモメ

カムチャッカ半島 ・アリューシャン列島で繁殖

する(日 本鳥学会2000).知 床半島周辺で観察 し

た個体のほとんどが非繁殖羽だった ことにより繁

殖に参加しない個体が飛来 したものと考えられる.

ケイマフ リ

今回の調査の結果,1997年 は6月11日 に104羽 ・

1998年 は7月18日 に154羽 の最高羽数をカウン トし

た.こ れに近い個体数がこの地域で繁殖している

ものと考え られる.生 息域は繁殖地のあるA区 と

B区 に集中する傾向が見 られた.ケ イマフリは雛

への給餌がはじまるのが7月 上旬か らで育雛期間

が約43日(南 ら1995)で あることから,8月 中旬

に雛が巣立つことが予想される.今 調査では,海

上で最も数が多 く記録されたのが育雛期前半で,

育雛後期か ら巣立ち期には数が著 しく減少 し,9

月には完全に姿を消した.本 種は知床沿岸で冬期

にも観察 されるが,夏 期においては繁殖期だけに

飛来し,繁 殖終了後には別の場所へ移動すると考

えられる.

マダラウミスズメ

同時期に行 った他の調査の結果では,ル シャ湾

沿岸でしばしば観察されていたが(福 田2001),海

上センサスの航路ではルシャ湾の沖側を通過する

ため観察例は少なか ったと考えられ る.1997年8

月9日 に1羽 ・1998年7月29日 に2羽 に観察 された.

日本での繁殖の記録は,1961年6月15日 小清水町

の藻琴山麓で抱卵中の個体が捕獲されたという記

録のみである(関 根1987).ま だこの周辺で繁殖

している可能性があり,現 在も調査中である.

ウ トウ

繁殖期が終了す る7月後半か ら数多 くの個体が

カウン トされた.区 域ではF区 とH区 の沖合 いで

数多く観察された.調 査 日以外には,帰 巣するた

めの嗜に魚をくわえる個体がしばしば観察された

ことから,当 地域の周辺で繁殖している可能性が

ある.過 去の報告では黒田(1965)の なかに,「吉

田三郎氏によると,観 音岩とペキンノ岩の問の獅

子岩付近に,少 数が繁殖するらしい」と記述があ

るが,確 実な繁殖の記録はない.ま た,周 辺地域

では千島列島の国後島に近い弁天島、色丹島に近

いグ リガ島とリシイ島,デ ヴャトウィ ・ヴァル島

そして リシイ島で繁殖する(ネチャエフ1969).

ウミスズメ

1997年6月ll日 に知床半島近 くの岩礁地帯(H

区)か ら船に驚き飛び立つ個体が1羽 観察されただ

けであった.

まとめ

知床半島周辺で,海 鳥の中でもっとも貴重で希

少な種類はマダラウミスズメとケイマフリであろ

う.マ ダラウミスズメは,過 去には小清水海岸や

知床半島周辺の海岸では頻繁に観察 されていた

(関根1987).し かし,現 在では個体を確認する

ことさえ難しいほど減少している.こ の状況では,

調査や保護の対策をたてる事は非常に難しくなっ

ている.

ケイマフリは最高カウン ト数153羽 を数え,日

本国内では天売島に次ぐ貴重な繁殖地であると考

えられる.ウ トロ市街地に隣接するプユニ岬とエ

エイシレド岬の間で繁殖し,周 辺海域は索餌や休

息などに重要な海域となっている.し かし,こ の

海域は観光地としての利用が最も多 く,観 光船や

プレジャーボー トの航行が最も多い地域である.

繁殖地と生息海域が最も船の航行の多い地域 と重
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なっているため,観 光船やプレジャーボー トに撹

乱 されるケイマフリの群れが頻繁に観察された.

人為的影響がケイマフリの繁殖活動に影響を与え

ている事は明白であり,ケ イマフリの生息域での

航行の制限などの早急な対策が必要であると感 じ

た.
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